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P121a 巨大分子雲における星形成と銀河進化 : 大マゼラン雲のType分類の再吟味
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巨大分子雲 GMCは星形成の主要な舞台であり, GMCの進化が銀河進化を司る. 従来, 銀河規模の星形成研
究は空間的に平均した量を用いて行われ, kpc規模での星形成率が星間ガス量に支配されることが指摘されてき
た (Schmidt 1959,Kennicutt 1998). しかし, それを支配する物理過程自体は深く追究されておらず, 未解明の点
が少なくない. 一方, NANTENによる大マゼラン雲 LMCの全面観測は空間的に分解されたGMCの完全なサン
プルをもたらし, GMCの Type分類が提案された (Fukui+ 1999, Fukui Kawamura 2010). 特に, 数 10 pc規模
では星形成率は単純に星間ガス量のみで決まらないことが示された. LMCにおけるGMCの 3つのTypeは, 星
形成の起きていない段階に始まって [Type I ], Hα星雲の付随する段階 [Type II ], 星団の付随する段階 [Type III ]
へと進化すると解釈される. 今後, この描像を検証して銀河一般に広く適用することができれば統一的な理解
につながる. 実際, ALMA によって空間分解された GMC サンプルが 10 Mpc 以遠の銀河にも広げられてお
り (e.g.,PHANGS Chevance+ 2020), 数万個以上のGMCについて進化を定量することが具体的な課題となって
きた. そこで今回, Hαのみによる新たな GMC Type分類を以下のとおり提案する. [Type I : Hα星雲の付随
しないGMC進化の最初期段階]. [Type II : Hα星雲 (Hα光度 LHα = 1036.0 − 1037.5 erg/s)の付随する第 2段
階]. [Type III : Hα星雲 (LHα = 1037.5 − 1039.0 erg/s)の付随する第 3段階]. 講演ではNGC 4321, M33等を適
用例として, 新たなGMC Type分類の物理的意味を論じる.


